





























































The Hospitality Art Project Workshop Report（1）
− Art Practice and Exhibition at Kanazawa Municipal Hospital −
MIURA  Kenji
［キーワード］　HAP
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くもセロファンが剥がれ始め、毎日のように修復が
必要となったことがあげられる。
耐久性の問題はセロファンの性質上避けられない
ことではある。店舗ディスプレイ用のカッティング
シートを使えば耐久性が増すことは明らかである
が、しかし患者が長期入院しないことをよしとする
ように、剥がれゆくセロファンもまた、そこに留ま
らずに、一定期間の彩りをもたらした後は、その役
目を終えるものとして捉えるのも良いのではないか
と思う。
新たな試みとして、1階待合いホールの他に、各
階休憩所の窓ガラスにも海の生き物を象ったセロ
ファンで飾り、入院中の患者さんの眼を楽しませる
ことができないだろうかという提案が学生スタッフ
から出た。
発想のもとはおそらく昨年の展示の際に患者の要
望で病室に出張してセロファンを設置したことから
きたものだと思う。考えてみると、ベッドから出ら
れない、または体調面や気持ちの部分で階下に降り
られないという患者の方が、1階のワークショップ
会場まで出て来られる患者より不自由で孤独なので
あった。
窓ガラスにセロファンを貼り終えた休憩所を観察
していると、そこを訪れる患者はテレビを眺めたり
新聞を読んだり携帯電話をかけたりと、少なからず
そこで時間を過ごしている様子がうかがえた。
設置してみると大ガラス展示のミニ版のようでは
あったが、窓に貼られたさかなたちが背景の建物の
中を泳いでいるように見え、休憩空間の中でユーモ
アを感じさせるアクセントになっていて効果的だっ
た。患者の要望があれば病室の窓にも設置すること
を検討してもよいかと思う。（図15）
②プロジェクト記録病院内展示
金沢市立病院からの依頼で、昨年度から計６回に
わたるホスピタリティアート・プロジェクト記録展
示を病院内で行うことになった。近年、病院には患
者に安らぎを与える院内環境の整備やその取り組み
を周辺の住民や地域社会に向けて発信、案内する姿
勢が求められているという。そのような「病院の機
能評価」にむけた取り組みの一環として、これまで
のプロジェクトを紹介する展示スペースを設けるこ
とになった。
設置場所は来院者や病院関係者が携帯電話を使え
る休憩場として利用されていた、一階待合いホール
に面した階段下スペースを利用することになった。
この場所は誰でも気軽に立ち寄ることが出来るし、
外からもガラス越しに展示の様子が見える。階段下
という特殊な空間ではあるが、ある程度の壁面もあ
るので小規模な展示に適していた。
過去6回の、筆者が担当した以外の企画も含めた
写真の中からそれぞれの一場面を選んで額装し、横
に活動内容の概要文を添えて展示した。作業は下準
備と設置を10月29日～11月2日にかけて行い、翌
3日の朝から夕方にかけて、外に面した壁面にも写
真パネルを大小織り交ぜて展示した。
照明設備がない中、日が落ちるまでに終える必要
があり、学生の手を借りずに行った作業は時間との
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闘いであったが、後に行われた美大と市立病院の合
同ミーティングでは、展示を見た人の反応は概ね好
評との言葉を頂いた。（図16）
後日、病院側の提案で照明設備が付きライトアッ
プされると、簡易的なディスプレイの割には見栄え
がして、外からもよく見えていた。
９.大学と病院と
平成21年度～22年度にわたる成果の背景には、
美大と病院との新しい出会いがあった。事務レベル
のスムースな連携のもと、大学からは制作にかかる
備品の提供、制作費、報道メディアへの周知などの
協力があった。また22年度からはワークショップ
や展示に使う資材や用具、材料の搬入・搬出と、学
生スタッフの移動に公用車とマイクロバスを利用さ
せて頂いた。また脚立運搬の際には金沢市の資材運
搬用車両の提供があり、担当職員の方には通常業務
以外の作業にも関わらず快く協力を頂いて大変あり
がたく感じた。事務局長からは陣中見舞いとばか
りに、学生達に差し入れが届けられた。横川プロジェ
クト座長を始め教員スタッフは、企画の発想段階か
ら実施に至るプロセスにおいて学生スタッフに随時
助言を与え、直接作業にも加わった。
病院からは院内周知と施設の提供、第2回企画以
降の制作費、そして高田院長を始めとするプロジェ
クトに関った医師、看護師、事務局の全面的な協力
があった。企画の度に何を言い出すか知れない美大
側の提案に理解を示し、実施するための環境を整え
てくれた。会場設置や撤去の際の迅速な対応は企画
を円滑に進める上で心強く、剥離したセロファンの
修復の際にも尽力頂いた。学生スタッフへの心遣い
も有難く、また看護師の患者への気配りの程は想像
に難くなかった。そして、献身的に作業に従事した
学生スタッフと、ワークショップに参加してくれた
患者の方々は、プロジェクトの中心を成していた。
心残りな点としては、22年度のワークショップが、
１回の実施に終わったことである。昨年度のような、
似顔絵や万華鏡作りも予定していたが、自分と学生
の日程調整等の事情で叶わなかった。
１０.おわりに
プロジェクトを進めていく中で、病院、患者を対
象としたこのような活動について、一部見方によっ
ては弱者を利用しているとか、偽善的では？と捉え
る向きもあることを知った。
そのような問いかけに対抗し得る知識も経験も十
分ではないが、私見として述べるとすれば、否定的
な見方を軽減するために、プロジェクト全体の運営
を注意深く見つめ、結果を検証し、地域社会とのつ
ながりを広める努力を続けることが必要であろう。
そしてプロジェクトの目的とそれによってもたら
されることのメリットを明示し、目指すべき方向性
を整えていくことは、活動上起こるかもしれない不
測の事態を未然に防ぐことを可能にし、プロジェク
トの進展と肯定につながると考えられる。
プロジェクトに携わった身とすれば、今現在の実
感を今後の活動を進めていく上での支柱にしたいと
思う。
自分が見た光景も、記録写真も、映像も、そこに
映る人たちは、だれもが皆笑みを浮かべその時間を
生きている。だからこれはよいことなのだと思う。
※本稿は平成21年度～22年度までの記録をもとに構成、記
　述した。
　　　　　　　　　　　（みうら・けんじ　油画）
　　　　　　　　　　　（2011年10月31日　受理）
